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編集後記
論文を書くという作業は、画家が絵筆を取ること、建築家が設計図を描
くこと、スポーツ選手がトレーニングやプレーに参加することに喰えるこ
とができます。研究論文は、その良し悪しはともかく、人文 ・社会系の研
究者または研究者の卵にとって、自分の研究能力を高め、証明する最も有
効な手段です。本誌は、大学院生の研究活動あるいは教員の研究指導にお
ける成果発表の場として大きな役割を果たしてきました。今期も 4名の大
学院生（内交換留学生 1名）が積極的に投稿してくださいました。大変嬉
しく思います。ここで謝意を表すると同時に、論文を書くことの大切さを
理解する院生が増えることを切に望む次第であります。
（編集委員彰国躍）
投稿規定
1.投稿は本大学院に在籍する者か、本学教員に限る。ただし、指導教授
の推薦により、博士前期・後期を修了した後の2年間は投稿できるも
のとする。
2.論文は原則として、専攻分野に関わる領域を対象としたものとする。
3.完全原稿を提出すること。
長さは、日本語・中国語の場合は A4版（横 33字、縦 29行）で
20枚（ 2万字程度）、その他の言語の場合はA4版（横 68字、縦
25行）で 30枚程度とする。
原稿には英文の標題をつけ、ローマ字表記の名前を明示する。
（例）
Verbal Irony and Echoic Use KANA GAW A Tarou 
The phonological system of Hum mong ja hoe KANAGAWA Hanako 
校正は再校まで執筆者が行うこととし、その際、コンビューター処
理に関わるもの以外の加筆・削除は認めない。
原稿を提出する際は、次の3点を提出すること。
ア）完全原稿を出力したもの 1部
イ）原稿表紙（名前・所属・連絡先・論文標題を記した一覧表）
1部
ウ）外部メモリ（USB等）にア）とイ）を保存したもの（後ほど
返却）
4.原稿提出締め切り： l1月 30日（厳守）
（執筆者は7月31日までに編集委員に提出論文の概要と予定字数を予
告すること。）
(2011.12.14 研究科委員会承認）
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